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⃝定例会の主な動き
本会議（９/６～11）… …………………………一般質問、議案上程、採決… （２面）
各常任委員会（９/12～15・29）…………………議案・陳情審査等… （３面）
決算特別委員会（９/20～26）……………………決算認定議案審査… （３面）
本会議（９/29）… ………………………………委員長報告、議案上程、採決…（４面）

⃝定例会の概要
・�９月定例会では15名の議員が一般質問を行いました。
・�市長提出議案として、条例関係議案６件、補正予算議案３件、その他議案
３件を可決、議案第55号「私たちのまち鎌倉のことに関心を持ち、自分た
ちでより良くしていこうという思いを共有して行動するための条例の制定
について」を否決、平成28年度一般会計ほか６特別会計決算を認定したほ
か、諮問１件に答申しました。

・�議員提出議案として、「ユダヤ難民に対する人道的行為を行った小辻節三
博士を顕彰する決議について」ほか２件を可決しました。

・�陳情１件を採択、１件を不採択としました。

平成29年９月定例会（９月６日～９月29日）
平成28年度一般会計および６特別会計決算を認定

【今後の定例会開会予定日】12月定例会：12月６日（水）　２月定例会：平成30年２月７日（水）

　平成29年７月29日（土）・30日（日）に、議会報告会・
意見聴取会を大船行政センター第１集会室、市役所議会
全員協議会室で開催しました。議会報告会では各常任委
員会の正・副委員長から、５月臨時会、６月定例会での
審査内容について、報告がありました。
　その後、意見聴取会では今回初めてテーマを設け、…
「観光」について、市民の方と議員とで意見聴取会を行
いました。今年度はテーマを設けたこともあってか、大
船会場26名、鎌倉会場24名と、いずれの会場も多くの方に
いらしていただきました。また、小さいお子様を連れたご
夫婦や、小学生にもお越しいただくなど、和やかな雰囲気
で開催することができました。なお、いただいた意見に
ついては報告書にまとめ、市長宛てに参考送付しました。

議会報告会・意見聴取会を開催しました！

委員長報告の様子鎌倉会場の様子

目指して議会を開かれた
議会中継がスマホ、タブレット端末から視聴可能に スマホ、タブレット端末から中継を視聴する

（鎌倉市議会のスマートフォンのページ）
　９月１日から、インターネット議会中継をスマートフォ
ンやタブレット端末からも視聴できるようになりました。
これからは時間や場所を選ぶことなく、いつでもどこでも
ご覧いただくことができます。
　また、今回10年ぶりに中継システムを入れ替えたことに
より、映像がより鮮明に、音声がクリアになりました。…
インターネット議会中継では、リアルタイムで議会がご覧
いただける「生中継」のほか、過去の会議の「録画映像」
もご覧いただけます。会議名や議員名で、ご覧になりたい
映像を検索することができます。

　市議会ホームページからイン
ターネットでの中継および録画
映像を配信しているほか、市役
所本庁舎１階ロビー、２階議会
ロビー、各行政センター、生涯
学習センターのテレビでも議会
の生中継を行っています。鮮明になった中継システムの映像

大船会場の様子

❶下にスクロール

❸好きなメニューを選択

❷クリック



平成29年11月１日 か ま く ら 議 会 だ よ り 第２３９号　　（２）

一
般
質
問

　
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
環
境
に

つ
い
て
、
次
の
視
点
か
ら
質
問
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

【
学
校
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
】

質
問
…
平
成
28
年
８
月
、
文
部
科

学
省
は
公
立
の
義
務
教
育
学
校

の
施
設
整
備
に
つ
い
て
の
基
本

計
画
を
改
定
し
、
長
寿
命
化
改

修
事
業
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の

環
境
改
善
が
明
記
さ
れ
た
が
、

鎌
倉
市
立
小
・
中
学
校
の
ト
イ

レ
の
洋
式
化
率
に
つ
い
て
聞
き

た
い
。

教
育
部
長
…
平
成
28
年
度
末
の
洋

式
化
率
は
全
校
平
均
で
38
％
で

あ
る
。

質
問
…
今
後
の
小
・
中
学
校
の
ト

イ
レ
の
改
修
計
画
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

同
部
長
…
原
則
的
に
学
校
の
建
築

年
の
古
い
順
に
ト
イ
レ
の
改
修

工
事
を
行
っ
て
お
り
、
平
成
29

年
度
は
、
富
士
塚
小
学
校
、
小

坂
小
学
校
の
改
修
工
事
を
実
施

し
、
平
成
30
年
度
以
降
は
、
植

木
小
学
校
、
関
谷
小
学
校
、
腰

越
中
学
校
、
深
沢
中
学
校
の
４

校
の
改
修
工
事
を
予
定
し
て
い

る
。
便
器
の
洋
式
化
や
臭
気
対

策
を
行
う
こ
と
で
、
児
童
・
生

徒
が
快
適
に
ト
イ
レ
を
利
用
で

き
る
よ
う
改
善
し
て
い
く
。

質
問
…
ト
イ
レ
を
洋
式
化
す
る
際

の
課
題
に
つ
い
て
聞
き
た
い
。

同
部
長
…
学
校
の
ト
イ
レ
の
ド
ア

は
、
家
庭
用
ト
イ
レ
と
異
な
り

内
開
き
の
た
め
、
便
器
に
ド
ア

が
ぶ
つ
か
っ
て
し
ま
う
こ
と
か

ら
、
限
ら
れ
た
面
積
の
中
で
改

修
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

こ
と
が
課
題
で
あ
る
。

子
ど
も
た
ち
の
教
育
環
境
に
つ
い
て

一般質問項目一覧
①武野　裕子（日本共産党）
　１　北鎌倉隧道問題について
②長嶋　竜弘（無所属）
　１　モラトリアム市長のフェイクを暴く
③高野　洋一（日本共産党）
　１　今後の図書館運営のあり方について
　２　�平和都市宣言を活かした市政運営

について
　３　�鎌倉駅へのホームドア設置など安

全対策の取り組みについて
④前川　綾子（鎌倉みらい）
　１　緑の管理について
　２　漁港（船揚げば）の整備について
　３　障害者の就労について
　４　子どもをめぐる環境について
⑤くりはら えりこ（無所属）
　１　市民の安全性について
　２　�市民相談窓口について「市民コン

シェルジュ」
　３　公共施設の新規事業等について
　４　歴史的建造物の保存について
　５　人権について
⑥森　功一（自民党鎌倉市議団）
　１　�民泊新法（住宅宿泊事業法）の対

応について
⑦保坂　令子（神奈川ネット鎌倉）
　１　市長の政治姿勢について
⑧納所　輝次（公明党）

　１　鎌倉市の防災行動計画について
　２　�学校トイレの洋式化および体育館

への多目的トイレの設置について
⑨大石　和久（公明党）
　１　�２期８年の松尾市長の政治姿勢に

ついて
⑩河村　琢磨（ヴィジョン）
　１　�総合的人材マネジメントの考え方

について
　２　プログラミング教育について
　３　�森林公園から考える土地政策につ

いて
⑪吉岡　和江（日本共産党）
　１　国民健康保険事業について
　２　介護保険事業について
　３　健康づくりについて
⑫竹田　ゆかり（無所属）
　１　教科用図書採択について
　２　小学校「英語科」の実施にあたって
　３　学校教育における人的配置について
　４　�学校教育における豊かな学習環境

について
　５　�高齢者の運転免許証自主返納につ

いて
⑬飯野　眞毅（無所属）
　１　成年後見制度について
　２　非正規職員の処遇について
　３　大船駅の再開発について
　４　居場所づくりについて
⑭千　一（無所属）
　１　�やまゆり園の事件から７月26日

で１年
　２　�ＬＧＢＴで悩んでいる方に対する

鎌倉市としての対応について
　３　�神奈川県下で下から３番目に少な

い特別支援学級について

　４　介護体制について
⑮西岡　幸子（公明党）
　１　�江ノ電踏切・通路問題と行政のあ

り方について
　２　鎌倉市の介護政策について

　
一
般
質
問
と
は
、
市
の
事
務
や
市
が
抱
え
る
課
題
等
に
つ
い

て
市
長
な
ど
に
た
だ
す
も
の
で
、
９
月
定
例
会
で
は
15
名
の
議

員
が
一
般
質
問
を
行
い
ま
し
た
。

　
こ
こ
で
は
、
議
会
広
報
委
員
会
で
事
項
別
に
整
理
し
た
内
容

の
一
部
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　
一
般
質
問
の
全
文
は
、
11
月
下
旬
作
成
予
定
の
本
会
議
録
を

図
書
館
や
鎌
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
「
会
議
録
検
索
シ
ス

テ
ム
」
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
学
校
の
教
材
・
教
具
に
つ
い
て
】

質
問
…
現
在
、
学
校
で
は
楽
器
等

の
高
額
備
品
を
な
か
な
か
購
入

で
き
な
い
状
況
が
あ
り
、
音
楽

コ
ン
ク
ー
ル
等
で
は
、
古
い
楽

器
を
用
い
て
演
奏
し
て
い
る
。

　
　
市
長
は
以
前
、
学
校
環
境
整

備
の
充
実
に
向
け
て
積
極
的
に

支
援
を
し
て
い
く
と
述
べ
て
い

る
が
、学
校
の
備
品
に
つ
い
て
、

管
理
台
帳
を
用
い
た
状
況
把
握

を
行
っ
て
い
る
の
か
、
ま
た
、

備
品
の
修
繕
計
画
に
つ
い
て
聞

き
た
い
。

教
育
部
長
…
学
校
の
備
品
に
つ
い

て
は
、
備
品
管
理
台
帳
を
用
い

て
、
学
校
と
教
育
委
員
会
で
情

報
共
有
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ

る
。
ま
た
、
各
学
校
に
お
い
て

は
、
備
品
修
繕
に
係
る
予
算
の

執
行
計
画
を
検
討
し
、
教
育
委

員
会
と
調
整
し
た
上
で
、
突
発

的
な
修
繕
も
含
め
、
対
応
し
て

い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

質
問
…
子
ど
も
た
ち
が
ど
の
よ
う

な
備
品
を
使
っ
て
い
る
の
か

等
、
学
校
現
場
の
状
況
把
握
を

し
て
も
ら
い
た
い
が
い
か
が
か
。

同
部
長
…
現
場
主
義
と
い
う
の
は

大
事
だ
と
思
っ
て
お
り
、ハ
ー
ド・

ソ
フ
ト
の
両
面
の
支
援
を
考
え

た
上
で
、
予
算
編
成
時
期
の
み

な
ら
ず
、
学
校
行
事
の
折
に
各

学
校
を
訪
問
す
る
こ
と
で
、
状

況
の
把
握
に
努
め
て
い
き
た
い
。

【
子
ど
も
の
居
場
所
に
つ
い
て
】

質
問
…
夏
休
み
に
お
け
る
子
ど
も

の
居
場
所
の
確
保
と
い
う
観
点

か
ら
、
行
政
セ
ン
タ
ー
に
食
事

が
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
を
設
け
る

よ
う
お
願
い
し
て
い
た
が
、
現

在
の
状
況
を
聞
き
た
い
。

市
民
活
動
部
長
…
腰
越
、
深
沢
の

両
行
政
セ
ン
タ
ー
で
は
テ
ー
ブ

ル
と
椅
子
の
配
置
を
変
更
し
、

食
事
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

質
問
…
青
少
年
の
居
場
所
の
確
保

と
い
う
観
点
か
ら
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
に
自
習
ス
ペ
ー
ス
を

設
け
て
ほ
し
い
と
思
う
が
い
か

が
か
。

こ
ど
も
み
ら
い
部
長
…
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
で
は
、
８
月
15
日
か

ら
９
月
14
日
の
１
カ
月
間
、
青

少
年
の
居
場
所
の
一
つ
と
し
て
、

試
行
的
に
自
習
ス
ペ
ー
ス
を
開

設
し
た
。

　
　

今
後
は
、
試
行
期
間
に
お
け

る
課
題
等
を
整
理
し
、
常
設
化

に
向
け
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。

質
問
…
老
若
男
女
問
わ
ず
居
場
所

づ
く
り
を
進
め
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る

が
、市
長
の
考
え
を
聞
き
た
い
。

市
長
…
子
ど
も
た
ち
か
ら
青
少

年
、
高
齢
者
に
至
る
ま
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
世
代
に
応
じ
た
居
場

所
の
提
供
は
重
要
で
あ
る
と
考

え
る
。
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世

代
が
同
じ
場
所
に
集
う
と
い
う

よ
う
な
こ
と
も
、
こ
れ
か
ら
よ

り
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
思

う
。
行
政
だ
け
で
の
取
り
組
み

で
は
、
一
定
の
限
界
が
あ
る
た

め
、
そ
の
よ
う
な
居
場
所
を
提

供
す
る
団
体
等
に
支
援
を
す
る

な
ど
、
今
後
、
積
極
的
に
検
討

し
て
い
き
た
い
。

【
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
つ
い
て
】

質
問
…
平
成
32
年
か
ら
小
学
校
で

必
修
化
と
な
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン

グ
教
育
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て

い
る
か
。

教
育
長
…
子
ど
も
た
ち
が
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
身
に
付
け

て
情
報
機
器
を
活
用
し
、
知
識

や
技
術
、
情
報
モ
ラ
ル
を
確
実

に
身
に
付
け
る
こ
と
が
ね
ら
い

で
あ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育

は
必
要
と
認
識
し
て
お
り
、
平

成
32
年
度
か
ら
の
実
施
に
向
け

た
準
備
を
進
め
て
い
る
。

質
問
…
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考

と
は
ど
う
い
う
も
の
で
、
ど
う

や
っ
て
子
ど
も
に
身
に
付
け
さ

せ
る
の
か
。

教
育
部
長
…
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的

思
考
と
は
、
学
習
や
活
動
の

ゴ
ー
ル
に
向
け
て
論
理
的
に
考

え
て
い
く
力
と
考
え
て
い
る
。

　
　

例
え
ば
理
科
に
お
い
て
電
気

製
品
に
活
用
さ
れ
て
い
る
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
条
件
に
応
じ
て
作
動

す
る
こ
と
に
気
付
く
学
習
や
、

音
楽
に
お
い
て
ソ
フ
ト
ウ
エ
ア

を
活
用
し
て
音
の
長
さ
や
高
さ

を
組
み
合
わ
せ
て
音
楽
を
作
る

学
習
な
ど
を
考
え
て
い
る
。

質
問
…
グ
ラ
フ
ィ
カ
ル
な
操
作
に

よ
る
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
の
体
験

よ
り
も
、
日
常
的
な
出
来
事
を

論
理
的
に
見
る
こ
と
の
で
き
る

力
を
育
て
る
こ
と
こ
そ
が
プ
ロ

グ
ラ
ミ
ン
グ
教
育
に
と
っ
て
肝

要
で
あ
る
と
の
声
が
あ
る
が
、

こ
う
し
た
声
に
つ
い
て
こ
れ
ま

で
に
議
論
を
し
て
い
る
か
。

同
部
長
…
議
論
が
さ
ま
ざ
ま
あ
る

こ
と
は
認
識
し
て
い
る
が
、
情

報
機
器
を
上
手
に
活
用
し
、
論

理
的
に
物
事
を
考
え
る
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
や
、
情
報
モ

ラ
ル
を
身
に
付
け
る
プ
ロ
グ
ラ

ミ
ン
グ
教
育
は
、
子
ど
も
た
ち

に
と
っ
て
大
変
大
切
な
こ
と
だ

と
認
識
し
て
い
る
。
こ
う
し
た

内
容
を
十
分
捉
ま
え
な
が
ら
、

教
育
に
対
す
る
取
り
組
み
を
進

め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る

と
考
え
て
い
る
。

【
英
語
教
育
に
つ
い
て
】

質
問
…
次
期
新
学
習
指
導
要
領
で

は
、
平
成
32
年
か
ら
現
在
小
学

校
５
・
６
年
生
が
行
っ
て
い
る

外
国
語
活
動
が
３
・
４
年
生
に

前
倒
し
さ
れ
、
５
・
６
年
生
で

は
新
た
に
外
国
語
科
と
し
て
英

語
科
が
導
入
さ
れ
る
。

　
　
大
き
な
課
題
の
一
つ
が
授
業

時
間
の
確
保
と
考
え
る
が
、
市

と
し
て
は
現
在
ど
こ
ま
で
議
論

が
進
ん
で
い
る
の
か
。

教
育
部
長
…
新
学
習
指
導
要
領
の

実
施
に
向
け
て
新
教
育
課
程
検

討
委
員
会
が
今
後
の
方
向
性
を

示
し
て
い
く
予
定
で
、
現
在
、

弾
力
的
な
授
業
時
間
の
設
定
な

ど
、
学
校
の
実
態
を
踏
ま
え
た

柔
軟
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
編
成

を
検
討
し
て
い
る
。

質
問
…
英
語
科
の
免
許
を
持
た
な

い
教
員
が
５
・
６
年
生
の
英
語

科
の
授
業
を
行
う
に
当
た
っ

て
、
ど
の
よ
う
な
準
備
が
さ
れ

て
い
る
か
。

同
部
長
…
外
部
専
門
機
関
と
連
携

し
た
研
修
に
教
員
を
派
遣
す
る

な
ど
人
材
育
成
に
努
め
る
ほ

か
、
平
成
30
年
度
か
ら
は
小
・

中
教
員
合
同
の
調
査
研
究
会
を

立
ち
上
げ
、
外
国
語
教
育
に
お

け
る
指
導
内
容
や
指
導
方
法
の

研
究
を
行
っ
て
い
く
。

質
問
…
英
語
教
育
が
本
格
実
施
さ

れ
る
平
成
32
年
に
は
、
鎌
倉
市

に
１
０
０
万
人
か
ら
１
１
０
万

人
の
外
国
の
方
が
訪
れ
る
と
推

計
さ
れ
て
い
る
。こ
う
し
た
中
、

英
語
教
育
が
中
途
半
端
に
な
ら

な
い
よ
う
、
予
算
措
置
を
適
切

に
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

市
長
…
小
学
校
に
お
け
る
英
語
科

の
導
入
に
当
た
り
、
教
科
指
導

の
充
実
を
図
る
こ
と
は
大
切
で

あ
る
と
考
え
る
。
今
後
も
教
育

委
員
会
と
調
整
を
図
っ
て
ま
い

り
た
い
。

請願・陳情の議決結果
　今定例会では１件の請願、26件の陳情が提出されました。そのうち、陳情14件を全
議員に配付し、請願１件、陳情12件を各常任委員会に付託し審査を行いました。
　その結果、陳情１件を採択したほか、陳情１件を不採択、請願１件および陳情７件
を継続審査とし、陳情３件を議決不要としました。
　結論が出た陳情は次のとおりです。
【採択した陳情】
◇医療費助成制度継続についての陳情
陳情の要旨および審議結果
　平成30年度の予算策定に際し、重度障害者医療費助成制度について、障害児・者が
負担なく医療を受けられるよう求めるものです。
　委員会、本会議共に総員の賛成により採択しました。
【不採択とした陳情】
◇ＮＥＣとの包括連携協定締結についての陳情

開設した自習スペース

改修後のトイレ



（３）　　第２３９号 か ま く ら 議 会 だ よ り 平成29年11月１日

　
今
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
平

成
28
年
度
の
一
般
会
計
お
よ
び
６

特
別
会
計
決
算
の
認
定
議
案
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
の
設
置　

　

議
会
は
、
９
月
11
日
の
本
会
議

に
お
い
て
、
各
会
派
か
ら
選
出
さ

れ
た
委
員
10
名（
委
員
名
簿
参
照
）

か
ら
な
る
平
成
28
年
度
鎌
倉
市
一

般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
等
審
査
特

別
委
員
会
（
以
下
「
決
算
特
別
委

員
会
」
と
い
う
）
を
設
置
し
、
こ

れ
ら
の
審
査
を
付
託
し
ま
し
た
。

決
算
特
別
委
員
会
で
の
審
査

　

決
算
特
別
委
員
会
で
は
、
９
月

20
日
、
21
日
、
22
日
、
25
日
、
26

日
の
５
日
間
に
わ
た
り
、
予
算
審

査
に
お
け
る
議
会
の
指
摘
事
項
の

反
映
状
況
や
、
３
年
目
と
な
る
第

３
期
基
本
計
画
前
期
実
施
計
画
の

諸
施
策
の
進
捗
状
況
な
ど
を
中
心

に
、
予
算
の
適
正
な
執
行
と
、
そ

の
行
政
効
果
に
つ
い
て
、
担
当
部

課
へ
の
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
包
括
予
算
制
度
に
お

け
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
獲
得
に
対

す
る
取
り
組
み
、ご
み
処
理
行
政
、

深
沢
地
域
整
備
事
業
に
つ
い
て

は
、
重
要
課
題
と
し
て
市
長
に
出

席
を
求
め
、
そ
の
見
解
を
た
だ
し

ま
し
た
。

　

審
査
後
、
採
決
を
行
い
、
一
般

会
計
決
算
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
決
算
は
多
数
の
賛

成
に
よ
り
認
定
。
下
水
道
事
業
特

別
会
計
、
大
船
駅
東
口
市
街
地
再

開
発
事
業
特
別
会
計
、
公
共
用
地

先
行
取
得
事
業
特
別
会
計
、
介
護

保
険
事
業
特
別
会
計
お
よ
び
後
期

高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
決
算

は
総
員
の
賛
成
に
よ
り
認
定
し
ま

し
た
。

本
会
議
に
お
け
る
委
員
長
か
ら
の

審
査
結
果
報
告
、
討
論
・
採
決

　

９
月
29
日
の
本
会
議
に
お
い

て
、
委
員
長
か
ら
審
査
経
過
お
よ

び
結
果
が
報
告
さ
れ
、
一
般
会
計

決
算
議
案
に
対
し
て
は
、
次
の
四

つ
の
意
見
が
付
さ
れ
ま
し
た
。

○�

障
害
児
・
者
の
支
援
体
制
の
充

実
に
つ
い
て

　
障
害
の
あ
る
方
が
必
要
な
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
な
が
ら
自
立
し
た
生

活
を
送
り
、
住
み
慣
れ
た
地
域
で

暮
ら
せ
る
よ
う
、
基
幹
相
談
支
援

セ
ン
タ
ー
を
中
核
と
す
る
相
談
支

援
体
制
に
つ
い
て
、
同
セ
ン
タ
ー

が
支
援
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
強
化
の

推
進
役
と
し
て
、
そ
の
機
能
を
十

分
に
果
た
せ
る
よ
う
に
働
き
か
け

る
こ
と
。
ま
た
、
障
害
の
あ
る
方

や
そ
の
家
族
へ
の
切
れ
目
の
な
い

支
援
の
仕
組
み
と
し
て
、障
害
児・

者
向
け
の
ネ
ウ
ボ
ラ
導
入
を
検
討

す
る
こ
と
を
要
望
す
る
。

○�

子
育
て
支
援
施
設
等
整
備
事
業

に
つ
い
て

　
岡
本
二
丁
目
マ
ン
シ
ョ
ン
計
画

跡
地
に
つ
い
て
は
、
土
地
所
有
者

か
ら
の
寄
付
を
受
け
、
用
地
活
用

基
本
計
画
が
策
定
さ
れ
た
も
の

の
、
隣
地
と
の
境
界
が
未
確
定
な

部
分
が
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
平

成
28
年
度
予
算
に
計
上
さ
れ
た
施

設
設
計
業
務
委
託
料
が
執
行
さ
れ

な
か
っ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
計

画
に
お
い
て
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
が
導
入
機
能
の
一
つ
と
し
て

位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
問
題
点
を
解
決
し
た
上
で
、

早
期
に
事
業
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

要
望
す
る
。

〇
市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

　

市
民
の
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
、
健
診
制
度
の
充
実
の
ほ
か
、

鎌
倉
市
健
康
づ
く
り
計
画
に
お
け

る
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
の
推
進
等
を

行
っ
て
お
り
、
こ
う
し
た
取
り
組

み
は
、
医
療
費
の
削
減
や
介
護
予

防
に
つ
な
が
る
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
、
今
後
さ
ら
な
る
展
開
を

図
る
た
め
、
健
康
づ
く
り
を
全
て

の
施
策
の
中
心
に
据
え
て
、
全
庁

的
な
取
り
組
み
を
進
め
る
よ
う
要

望
す
る
。

〇
学
校
施
設
整
備
事
業
に
つ
い
て

　

学
校
施
設
に
お
け
る
ト
イ
レ
に

つ
い
て
は
、
老
朽
化
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
現
在
の
計
画
に

よ
れ
ば
、
改
修
に
10
年
近
く
か

か
っ
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
、
柔
軟

な
予
算
配
分
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
子
ど
も
た
ち
が
快
適
に
過
ご

せ
る
環
境
を
早
期
に
実
現
す
る
よ

う
要
望
す
る
。

　

そ
の
後
、
６
会
派
か
ら
討
論
と

し
て
決
算
議
案
に
対
す
る
賛
否
の

意
見
が
表
明
さ
れ
、
引
き
続
き
採

決
を
行
っ
た
結
果
、
一
般
会
計
決

算
お
よ
び
国
民
健
康
保
険
事
業
特

別
会
計
、
公
共
用
地
先
行
取
得
事

業
特
別
会
計
決
算
を
多
数
の
賛
成

に
よ
り
認
定
、
下
水
道
事
業
特
別

会
計
、
大
船
駅
東
口
市
街
地
再
開

発
事
業
特
別
会
計
、
介
護
保
険
事

業
特
別
会
計
お
よ
び
後
期
高
齢
者

医
療
事
業
特
別
会
計
決
算
を
総
員

の
賛
成
に
よ
り
認
定
し
ま
し
た
。

平
成
28
年
度
決
算
を
審
査

一
般
会
計
お
よ
び
６
特
別
会
計
決
算
を
認
定

建設常任委員会
観光厚生常任委員会

教育こどもみらい常任委員会
総務常任委員会

９月13日開催
審査した内容（議案３件、陳情７件、報告事項８件）

９月14日開催
審査した内容（議案４件、陳情４件、報告事項８件）

９月15日開催
審査した内容（議案４件、請願１件、陳情１件、報告事項８件）

９月12 ・ 29日開催　
審査した内容（諮問１件、報告事項10件）

議案第55号　私たちのまち鎌倉のことに関心を持ち、自分たちでより良くして
いこうという思いを共有して行動するための条例の制定

　本条例は、市民や鎌倉のまちにかかわる人々等と市が協力し合い、多様化す
る地域課題を解決し、鎌倉のまちをさらに輝くまちにしていくため、基本理念
などの必要な事項を定めるものです。
　委員会では、担当原局や市長に対して質疑を行う中で、一部の委員から、パ
ブリックコメントの結果や条例の柱となる指針の提示が遅れたため、条例の中
身を精査する時間がなく、判断することが難しいとの意見があり、条例の取り
扱いを協議するため、条例の熟度についてという論点で委員間討議を行いまし
た。その結果「条例の柱となる指針について広く市民意見を聴取すべきで、条
例の内容を精査し熟度を高めていくべきであることから、採決を行わず継続し
て審査すべき」との意見、「市民等による検討会を重ねてきた結果、結実した条
例であり、この条例を基礎として具体的な施策を市に求める仕組みをつくるも
のなので、採決すべき」との意見に分かれましたが、多数により採決を行うこ
ととなり、採決の結果、少数の賛成により否決されました。

報告事項　「観光交通イノベーション地域」の選定について
　国土交通省から、「観光先進国」の実現に向け魅力ある観光地を創造す
るため、ＩＣＴ・ＡＩ等の革新的な技術を活用し、警察や観光部局とも連
携しながら、エリアプライシングを含む交通需要制御などのエリア観光渋
滞対策の実験・実装を図る「観光交通イノベーション地域」の公募があり、
本市が、交通渋滞の解消に向け、交通需要を管理する施策としてロードプ
ライシングの検討に取り組んでいることから、これに応募したところ、平
成29年９月７日に、鎌倉市が京都市とともに選定されたとのことです。
　今後は、国土交通省を中心とした実験協議会が主体となり、交通流入台
数、通過交通量や映像による混雑状況の把握、ETC装着車両の比率の確
認などの実証実験の運営・評価等が行われ、本市は、実証実験の場所の提
供・管理、実験に係る関係者との調整、実験結果の評価のための既往調査
の提供等を行っていくとのことです。
　委員会では総員により了承されました。

報告事項　中学校給食事業の推進状況について
　鎌倉市立中学校における最初の完全給食実施日が、平成29年11月７日
（火）となり、市内全９校にて給食がスタートになります。
　給食実施に先立ち、中学校の教職員を対象とした説明会を６月26日（月）
から７月20日（木）に順次開催し、教職員向け試食会を７月20日（木）に、
保護者を対象とする説明会・試食会を、８月18日（金）から31日（木）に
かけて、全９校で１回ずつ実施されました。また、市長、副市長、教育長
および教育委員向け試食会を、８月28日（月）に実施しました。試食会に
おいて、直接いただいたご意見や、実施したアンケートの集計結果等から
は、概ね良好な評価をいただけたとのことです。また、アンケートの自由
記入欄には、給食の量や給食時間に関する意見が多く見受けられたとのこ
とで、これら意見等を11月からの給食提供の参考とし、生徒と保護者の
期待に応えられる給食事業の推進を図っていくとのことです。
　委員会ではごはんの量についてなどの質疑がありましたが、総員により
了承されました。

報告事項　防災対策の取組状況について
　防災対策における、これまでの主要な取り組みを振り返るとともに、今
後の方針について次のとおり報告がありました。
　災害時広報事業では、防災行政用無線デジタル化の推進や公衆無線
LANの整備が行われます。
　避難対策の推進では、避難行動要支援者対策の継続的な推進、津波避難
のための各種誘導標識等の補修や誘導表示の増設、災害危険区域に立地す
る要配慮者施設の避難計画策定や訓練の実施要請などに取り組みます。ま
た、自主防災組織とのさらなる連携により地域防災力の向上を図ります。
　がけ地対策事業については、既成宅地防災工事資金助成制度の運用、急
傾斜地崩壊危険区域の指定・対策工事の推進に加え、庁内の横断的組織に
よる危険斜面・危険木の情報共有と対策に取り組んでいくとのことです。
　委員会では総員により了承されました。

常任委員会
審査の一部を紹介します

委 員 長 　中　村　聡一郎
（鎌倉のヴィジョンを考える会）

副委員長 　大　　石　　和　　久
（公明党鎌倉市議会議員団）

委 員

　志　　田　　一　　宏
（自由民主党鎌倉市議会議員団）
　西　岡　幸　子
（公明党鎌倉市議会議員団）
　河　　村　　琢　　磨
（鎌倉のヴィジョンを考える会）
　池　　田　　　　　　実
（鎌倉みらい）
　森　　　　　　功　　一
（自由民主党鎌倉市議会議員団）
　髙　　橋　　浩　　司
（鎌倉夢プロジェクトの会）
　保　　坂　　令　　子
（神奈川ネットワーク運動・鎌倉）
　吉　岡　和　江
（日本共産党鎌倉市議会議員団）

決算特別委員会委員名簿

決算特別委員会委員
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第２３９号　　（４）平成29年11月１日

　
今
定
例
会
で
は
、
議
員
か
ら
３

件
の
議
案
が
、
市
長
か
ら
21
件
の

議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
主
な
議
案
の
内
容
お
よ
び
議
会

に
お
け
る
議
決
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

《
議
員
提
出
議
案
》

ユ
ダ
ヤ
難
民
に
対
す
る
人
道
的
行

為
を
行
っ
た
小
辻
節
三
博
士
を
顕

彰
す
る
決
議
に
つ
い
て

　

先
の
大
戦
に
お
い
て
、
杉
原
千

畝
氏
が
発
給
し
た
「
命
の
ビ
ザ
」

を
持
ち
日
本
に
滞
在
し
て
い
た
ユ

ダ
ヤ
難
民
た
ち
の
生
活
を
守
り
、

ビ
ザ
の
有
効
期
限
を
延
長
し
て
希

望
の
地
へ
と
命
を
つ
な
ぐ
こ
と
に

奔
走
し
た
小
辻
節
三
博
士
に
対

し
、
全
国
に
先
駆
け
て
「
平
和
都

市
宣
言
」を
し
た
鎌
倉
市
と
し
て
、

平
和
都
市
に
ふ
さ
わ
し
い
人
道
的

行
為
を
心
の
文
化
遺
産
と
し
て
顕

彰
す
る
と
と
も
に
、
鎌
倉
市
民
の

み
な
ら
ず
、
多
く
の
人
々
の
心
の

文
化
遺
産
と
し
て
語
り
継
ぐ
こ
と

に
つ
い
て
、決
議
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

核
兵
器
禁
止
条
約
に
日
本
政
府
が

積
極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を

求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

政
府
は
核
兵
器
の
な
い
世
界
を

目
指
し
て
、
核
兵
器
を
持
つ
国
々

と
持
た
な
い
国
々
の
橋
渡
し
役
を

務
め
る
と
明
言
し
て
お
り
、
条
約

加
盟
国
を
広
げ
て
核
兵
器
の
禁
止

を
全
地
球
的
規
模
で
確
立
す
る
に

は
、
市
民
社
会
が
連
帯
し
て
声
を

上
げ
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

全
国
に
先
駆
け
て
平
和
都
市
宣
言

を
し
た
自
治
体
の
一
員
と
し
て
、

唯
一
の
戦
争
被
爆
国
で
あ
る
こ
と

を
踏
ま
え
核
兵
器
禁
止
条
約
に
積

極
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
を
国

に
求
め
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

北
朝
鮮
の
６
度
目
の
核
実
験
と
た

決
算

第47号 平成28年度鎌倉市一般会計歳入歳出決算の認定について 認定

第50号 平成28年度鎌倉市国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算の認定
について 認定

条
例

第55号 私たちのまち鎌倉のことに関心を持ち、自分たちでより良くして
いこうという思いを共有して行動するための条例の制定について 否決

第60号 鎌倉市火災予防条例の一部を改正する条例の制定について 可決

補正
予算

第61号 平成29年度鎌倉市一般会計補正予算（第３号） 可決
第63号 平成29年度鎌倉市一般会計補正予算（第４号） 可決

議
会
議
案

第４号 ユダヤ難民に対する人道的行為を行った小辻節三博士を顕彰する
決議について 可決

第５号 核兵器禁止条約に日本政府が積極的な役割を果たすことを求める
意見書の提出について 可決

第６号
北朝鮮の６度目の核実験とたび重なるミサイル発射に対して強く
抗議するとともに、北朝鮮に対する断固たる対応の早急な実施を
求める意見書の提出について

可決

陳情 第12号 医療費助成制度継続についての陳情 採択

公

明

党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

日
本
共
産
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌
倉
み
ら
い

自
由
民
主
党

鎌
倉
市
議
会

議

員

団

鎌

倉

の

ヴ
ィ
ジ
ョ
ン
を

考

え

る

会

鎌

倉

夢

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
会

神
奈
川
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

運
動
・
鎌
倉

無

所

属
◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎
大
石　
和
久

西
岡　
幸
子

納
所　
輝
次

吉
岡　
和
江

武
野　
裕
子

高
野　
洋
一

前
川　
綾
子

山
田　
直
人

池
田　
　
実

伊
藤　
倫
邦

志
田　
一
宏

森　
　
功
一

中
村　
聡
一
郎

河
村　
琢
磨

久
坂　
く
に
え

髙
橋　
浩
司

日
向　
慎
吾

永
田　
磨
梨
奈

保
坂　
令
子

安
立　
奈
穂

千　
　
一

く
り
は
ら 

え
り
こ

竹
田　
ゆ
か
り

長
嶋　
竜
弘

飯
野　
眞
毅

松
中　
健
治

○ ○ ○ ― ― ― ○

　

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ― ○ ―

○ ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

― ― ― ― ― ― ○ ○ ― ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― 退 ― ― ― ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ―

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ― ― ○ ○ ― ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○：賛成　－：反対　退：退席

　会　派　名

　議　員　名

主　　　な　　　議　　　案　　　等 議決
結果

※�会派は、政策を中心とした同一の理念を共有
する２人以上の議員で構成されます。本市議
会では、会派に属する議員は代表質問を行っ
たり、議会運営委員会の委員となり、議会運
営に関する協議を行うことができます。

※◎は会派の代表者
※�山田直人議員は議長のため、採決には参加し
ていません。

※９月定例会では市長提出議案21件（決算認定議案７件、諮問１件含む）、議員提出議案３件の採決を行いました。
　下記以外の議案等への賛否については、議会事務局へお問い合わせください。議 決 さ れ た 主 な 議 案 等

　

こ
の
原
稿
を
書
い
て
い
る
の
は

衆
院
選
真
っ
た
だ
中
で
す
。
お
読

み
に
な
っ
て
い
る
市
民
の
皆
様

は
、衆
院
選
も
市
長
選
も
終
わ
り
、

気
持
ち
新
た
に
政
治
を
ご
覧
に

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
地
方
議
会
は
、
ご
存
じ
の

と
お
り
、
国
会
と
は
違
い
ま
す
。

執
行
機
関
と
議
決
機
関
と
い
う
二

元
代
表
制
で
す
。
９
月
定
例
会
で

は
、
各
会
派
、
議
決
に
至
る
過
程

で
か
な
り
議
論
を
深
め
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
議
決
機
関
と
し
て
の
役

割
を
果
た
す
上
で
重
要
で
す
。
今

後
も
、
各
会
派
議
論
を
深
め
、
議

決
機
関
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し

て
ま
い
り
ま
す
。
本
紙
を
お
読
み

に
な
り
、
市
民
の
皆
様
に
そ
の
役

割
と
議
論
の
深
さ
を
感
じ
取
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

�

（
志
田　

一
宏
）

　
議
会
広
報
委
員
会

�

委
員
長　
河
村　
琢
磨

�

副
委
員
長　
日
向　
慎
吾

�

委　
　
員　
志
田　
一
宏

�

委　
　
員　
武
野　
裕
子

�

委　
　
員　
西
岡　
幸
子

�

委　
　
員　
池
田　
　
実

�

委　
　
員　
保
坂　
令
子

編
集
後
記

び
重
な
る
ミ
サ
イ
ル
発
射
に
対
し

て
強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
北

朝
鮮
に
対
す
る
断
固
た
る
対
応
の

早
急
な
実
施
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

　

わ
が
国
独
自
の
措
置
お
よ
び
関

連
国
連
安
保
理
決
議
に
基
づ
く
措

置
を
引
き
続
き
着
実
に
実
施
す
る

と
と
も
に
、
国
連
安
保
理
理
事
国

と
し
て
、
米
国
、
韓
国
、
中
国
お

よ
び
ロ
シ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
関

係
各
国
や
国
際
社
会
と
の
協
力
・

連
携
を
さ
ら
に
強
化
し
、
国
連
安

保
理
に
お
け
る
さ
ら
な
る
対
応
を

含
め
た
北
朝
鮮
へ
の
断
固
た
る
対

応
の
速
や
か
な
実
施
に
よ
り
、
国

民
が
冷
静
に
、
安
心
し
て
平
常
ど

お
り
の
生
活
が
送
れ
る
よ
う
国
に

強
く
求
め
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
多
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

《
市
長
提
出
議
案
》

条
例
関
係
議
案

私
た
ち
の
ま
ち
鎌
倉
の
こ
と
に
関

心
を
持
ち
、
自
分
た
ち
で
よ
り
良

く
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
を
共

有
し
て
行
動
す
る
た
め
の
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

　

魅
力
と
活
力
に
あ
ふ
れ
る
地
域

社
会
の
実
現
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
市
民
等
、
そ
の
他

鎌
倉
の
ま
ち
に
関
わ
る
人
々
お
よ

び
本
市
が
協
力
し
合
い
、
多
様
化

す
る
地
域
課
題
を
解
決
し
、
鎌
倉

の
ま
ち
を
さ
ら
に
輝
く
ま
ち
に
し

て
い
く
た
め
、
基
本
理
念
等
必
要

な
事
項
を
定
め
よ
う
と
す
る
も
の

で
、
公
布
の
日
か
ら
施
行
し
よ
う

と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
少
数
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

鎌
倉
市
火
災
予
防
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　

利
用
者
の
防
火
安
全
に
対
す
る

意
識
の
向
上
に
よ
る
火
災
被
害
の

軽
減
を
図
る
た
め
、
防
火
対
象
物

の
関
係
者
に
よ
る
防
火
管
理
業
務

の
適
正
化
お
よ
び
消
防
用
設
備
等

の
適
正
な
設
置
促
進
を
図
り
、
不

特
定
多
数
が
利
用
す
る
施
設
等
に

お
い
て
、
消
防
法
等
に
よ
り
設
置

が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
屋
内
消

火
栓
設
備
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
設

備
、
自
動
火
災
報
知
設
備
が
設
置

さ
れ
て
い
な
い
場
合
、
そ
の
内
容

を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
す
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
必
要
な
規

定
の
整
備
等
を
行
お
う
と
す
る
も

の
で
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら

施
行
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　
議
会
で
は
、
総
員
の
賛
成
に
よ

り
、
原
案
を
可
決
し
ま
し
た
。

補
正
予
算

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
、

第
４
号
）
お
よ
び
国
民
健
康
保
険

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
は
、
そ

れ
ぞ
れ
議
員
の
賛
成
で
原
案
を
可

決
し
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

　

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
関
す
る

実
態
調
査
に
係
る
経
費
、
鎌
倉
生

涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
音
響
設

備
修
繕
に
係
る
経
費
を
追
加
し
よ

う
と
す
る
も
の
で
、
歳
入
歳
出
と

も
に
１
５
４
９
万
円
を
増
額
し
、

補
正
後
の
総
額
は
５
９
９
億
４
３

４
３
万
６
千
円
と
な
り
ま
す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

　

衆
議
院
議
員
選
挙
お
よ
び
国
民

審
査
費
の
職
員
手
当
、
委
託
料
等

諸
経
費
の
追
加
を
し
よ
う
と
す
る

も
の
で
、
歳
入
歳
出
と
も
に
６
８

５
６
万
５
千
円
を
増
額
し
、
補
正

後
の
総
額
は
６
０
０
億
１
２
０
０

万
１
千
円
と
な
り
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計 

補
正
予
算

　

歳
入
歳
出
と
も
に
６
５
８
万
５

千
円
を
増
額
し
、
補
正
後
の
総
額

は
２
１
６
億
５
２
９
５
万
１
千
円

と
な
り
ま
す
。

９月定例会では、次の意見書提出および決議に係る議会議案を可決しました。なお、可決した意見書は、地方自治法第99
条の規定に基づき、関係機関に送付しました。

可決した意見書・決議

核兵器禁止条約に日本政府が積極的な役割を果たすことを求める意見書
　平成29年７月７日の国連会議において、核兵器の使用だけでなく、持つことも、配備することも禁止した核兵器禁止
条約が、国連加盟国の６割を超える122カ国の賛成で採択された。長年、被爆者やNGOが連帯して積み重ねてきた努力
が形になったものであり、核兵器の非人道性を中軸に据えるという被爆者の思いを基本精神に刻んだ条約の採択に、広
島市長、長崎市長も歓迎の声を上げた。
　今も世界には、１万5000発近くの核兵器がある。核兵器をめぐる国際情勢は緊張感を増しており、遠くない未来に核
兵器が使われるのではないかという強い不安が広がっている。核兵器を持つ国々は現状、核兵器禁止条約に反対してお
り、核兵器のない世界にたどり着く道筋はまだ見えていないが、この条約をいかに生かし、歩みを進めることができる
かが、核兵器のない世界に向け、各国に問われている。
　核兵器禁止条約は、第１条で核兵器の「開発、生産、製造、取得、貯蔵、移転、受領、使用、核爆発実験」などを禁
止し、核兵器を違法化するとともに、第４条で「自国の核兵器を廃棄した国のための措置」を明記し、核保有国に参加
の道を開いている。核兵器を法的に禁止するとともに、核兵器全面廃絶につながる大きな意義を持つ内容となっている。
　政府は、核兵器のない世界を目指してリーダーシップをとり、核兵器を持つ国々と持たない国々の橋渡し役を務める
と明言している。条約加盟国を広げて核兵器の禁止を全地球的規模で確立するには、市民社会が連帯して声を上げる必
要があることから、鎌倉市議会は全国に先駆けて平和都市宣言をした自治体の一員として、日本政府に対し、唯一の戦
争被爆国であることを踏まえ核兵器禁止条約に積極的な役割を果たすことを求めるものである。
　以上、地方自治法第99条の規定により意見書を提出する。
　　　平成29年９月29日
� 鎌　倉　市　議　会このほか、
・�ユダヤ難民に対する人道的行為を行った小辻節三博士を顕彰する決議
・�北朝鮮の６度目の核実験とたび重なるミサイル発射に対して強く抗議するとともに、北朝鮮に対する断固たる対応の
早急な実施を求める意見書の提出について

を可決しました。
（可決した意見書・決議の全文は、市議会ホームページをご覧ください）


